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第 165回女川原子力発電所環境調査測定技術会資料

1 概要
今回報告する令和 4年度環境放射能調査結果 (年度報)を とりまとめている段階

で、改めて令和 4年度第 1四 半期から第 4四 半期までの報告内容を確認 した ところ、

第 2四 半期分の記載に誤 りがあったため訂正するもの。

併せて、今回の件を踏まえ、過去 10年分の四半期報及び年度報について、記載
の誤 りの有無について確認 したので、その結果について報告 し、訂正するもの。

2 環境モニタ リングの結果
(2)周辺環境の保全の確認 イ 電離箱検出器による空間ガンマ線量率

・ 女川局では、第 2四 半期の最大値は 107.3nGy/hを 記録 してお り、福島第一原

子力発電所事故前の最大値である 103.3nGy/hを 超過 していたが、「同事故前の

測定値の範囲内であった」 と報告 していたため訂正するもの。

<訂正前 >

衣-2-1に 、モニタリングステーシ :」 ンにおける電離箱検出器|こ よる空間ガン

マ線量率の測定結果を示す:福島第 ・原発事故前から測定している局においては、
寄磯局を除き同事故前の測定値の範囲内であった=寄磯局においては、最小値が
1訂朝 扇i原万範雇南ア雨r=π丁■5τ:…T司,爾「 F7百TIから測定を開始 Lた 依浜局で、
最大値がこれまでの測定値の範囲を ll回った: この原因は降雨に 1る天然放射性

核種の影響に、Lる ものと考えられる:

<訂正後 >

イ 電離箱検出器:こ )1る 空間ガンマ線量率

表-2-1に、モニタリングステ‐・シ :]ン における電離箱検出器による空間ガン
マ線量率の測定結果を示す=福島第

・原発事故前から測定している局においては、

ム上堕塑艶堕寄磯局を除き同事故前の測定値の範囲内であった=寄磯局においては、
最小値が同事故前の範囲を下回った:女壁 |=ユ1巨|ニエ菫二:ユ|コ1艶1些1笙|ユ≡l逆1壼l望:婆ユ
囲を 11回 り、また、 1ヽ4成 31年 4月 から測定を開始した荻浜局で、最大値がこれ
までの測で■の範囲を 11回 った, この原因は降雨による天然放射性核種の影響に
1る ものと考えられるt

令和 4年度第 2四半期報等の訂正について

2 訂正内容
(1)令和 4年度第 2四半期報
○ 本文 13ページロ

空間ガンマ線量率等のレベル並びに放射性核種の濃度及び分布について調査した

結果、女川原子力発電所の影響は認められなかった。

(2)周辺環境の |キ:全の確認

イ 電離箱検出器に .kる 空間ガンマ線量率



(2)過去 10年分の報告に係る確認結果及び訂正内容
過去 10年分の四半期報及び年度報について、本文の記載及びグラフの表記等
を重点的に確認 した ところ、測定結果の評価に影響を与えない範囲の誤記が 5件

確認 されたことか ら、別紙のとお り訂正する。

3 原因と再発防止対策
四半期報等の資料については、報告用の測定結果の表 と各測定機器 より得 られる

測定データと突合する方法などで、担当者 と確認者の複数人で確認を行った うえで

確定 している。

しか し、資料中の本文については、複数人で確認 しているものの、確認すべき事

項が多く、その項 目が共有できていなかったため、確認が不十分な部分が発生 した。

今後は、過去範囲の超過等の有無や評価対象地点での検出の有無等の確認すべき項

目を列記 したチェックシー トを作成 し、内容確認の強化を図る。

また、今回の反省を踏まえ、県民への正 しい情報発信を心掛け、今後 より慎重に

複数人での確認を行ってい く。

2

なお、女川局で令和 4年 7月 22日 に空間ガンマ線量率が同事故前の範囲を

上回った原因は、降雨による天然放射性核種の影響で上昇 しているものであ り、

この現象についてはスペク トル等により当時速やかに確認 していた。
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